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公民館だよりを読んでのご感想やご意見をお寄せください。電話・ＦＡＸ・窓口で受け付けています。

☆ピースフェスティバルの目的☆1987年に富士見市が行った「富士見市非核平和都市

宣言」の理念を多くの市民に広めるとともに、平和について考える機会を提供します。

市民実行委員会や多くの市民との協働により今年で38回目を迎えました。

戦いのない平和な世界を願い、市民手作りのイベントに足を運んでみませんか？

ピースフェスティバル
平和について考えてみませんか

会場：第1～3集会室、
ホールロビーなど

◆企画展示「考えてみませんか 世界から戦
争と核兵器をなくすにはどうしたらよいのか」

◆平和と学びのポスター展

◆広島の高校生と被爆者との共同制作による

「原爆の絵」（複製）

◆市民平和作品展：富士見高校（書道部・美
術部・写真部）放課後児童クラブ（絵画）、
市民サークル（俳句、絵画、写真など）

◆小学6年生によるピースカード

◆ヒロシマ平和体験学習レポート

◆市民平和メッセージ

◆富士見市の戦争資料展示
（難波田城資料館 所蔵資料）

ピースフェスティバル202４の内容

会場：ホール

【９/2１（土）】
10:20～ オープニング 鶴瀬小学校合唱部

10:30～ 平和祈念のつどい

11:00～ ピースゲストによる特別講演

テーマ：『海の中から地球が見える』
～気候変動と平和の危機～

講 師：武本匡弘氏（環境活動家・プロダ
た け も と ま さ ひ ろ

イバー・NPO法人気候危機対策
ネットワーク代表）

14:00～ ピースステージ①

キラリ☆かげき団[歌]

全体合唱

朗読「平和の詩」[市民]

【９/22（祝・日）】
11:00～ ピースステージ②

富士見荒馬座を観る会[太鼓]

富士見高校ジャグリング部

フラサークルオリオリ[フラダンス]

鶴瀬西交流センター紙芝居ボランティア

14:00～ ピースステージ③

Crescent[ダンス]
ク レ セ ン ト

コーラス歌音
か の ん

全体合唱

日 時/９月2１日（土）・２２日（祝・日） 10：00～16：00

テーマ/みんなでつくろう 戦争も核兵器もない世界を
せ ん そ う か く へ い き せ か い

入場料/無料 主催/ピースフェスティバル実行委員会・市・市教育委員会
※詳しくは、ホームページをご覧ください。

舞 台 展 示

会場：いきいき活動室
※時間はお問い合わせください

●紙芝居

●折り紙体験

●ピースワードさがし

●戦争体験を聞く会 ほか

ふれあい広場

会場：中庭など

■うどん ■手芸品、クッキー

■パン、ペットボトル飲料、リサイクル衣料・雑貨

模擬店
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戦時下の教室（復元） 大壁画 埼玉県立松山女子高校書
道部による「平和」と「創造」

防空壕（復元）「今日の平和を未来につなげる
には」と問題を投げかけます
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催
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体験を話す萩原さん

「ふじみ青年学級」は、主に知的障がいなどをもつ１５歳以上のなかまたちです。月に１回鶴
瀬公民館で、学習・文化・スポーツ活動を行っています。今回は、平和への願いを込めて作成
したはり絵を展示します。一緒に活動するなかま、ボランティアスタッフを募集しています。
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